たでせ う。 又 西洋だった とすれば、 母親と か 姉と か を 

参謀に し、 未来の 夫 をつ かまへ る 策戦 計画 を 立てた か 

も 知れません。 しかし ゼ ライ イド は 王女だった 上に 大 

へん 賢い 生れつきで したから、 彼女 自身の 目が ねに か 

なった 王子 か 宰相の 子 を 選ぶ ことにしました。 次に 掲 

げる 候補者 表はゼ ライ イドの 結婚に 志 した 後、 三年 

七 ヶ月 十六 日の 間に 出来 上った もの だと 言 ふこと です。 

原文 は 「東洋 文庫」 の 「アラビア」 の 部の Z の 百 三十 

八 号 文書 にあります から、 篤学の かたは 読んで 御覧な 

さい。 ここに は 唯 人名な ど を 除いた 大略 だけ を 写す こ 

とに しませう。 



第一 号。 印度の 王子。 体格 は 頗る 堂々 として ゐる。 

が、 余リ 聡明で はない。 一度な ど は 象 を 山と 間違へ、 

もう 少しで 踏み 殺され やうと したと 言 ふこと である。 

第二 号。 ペルシアの 王子。 女の やうに 美しい 代りに 

荒淫 も亦甚 しいさう である。 現在で も 妃六百 人、 姫嬪 

二 千 三百 人、 女奴隸 II 女 奴 隸は何 万人 あるか、 誰 一 

人 見当 さへ つかない らしい。 

第三 号。 ゼ ライ イド 自身の 国の 宰相の 子。 年の まだ 

若い 癖に 学問と 才智と に 富んで ゐる。 しかし 背む しに 

生まれつ いたの は 如何にも 残念と 言 はなければ ならぬ。 

第 四 号。 バビ ロニ ァ王。 金銀 珠玉 を貯 へて ゐる こと 



は 或は 世界 第一 であらう。 唯憾 むらく は 残虐 を 好み、 

屢 侍女の 耳な ど を 削いで は 玉葱と 一 しょに 食 ふさう で 

ある。 

第五 号。 支那の 王子。 ペルシアの 王子に 勝る とも 劣 

らぬ ほどの 好男子ら しい。 けれども 犬の 無精 ものと 見 

i な 

え、 鼻涕を かむ のさ へ 宦官た ちに かんで 貰 ふと 言 ふこ 

とで ある。 

第 六 号。 リディア 王の 宰相の 子。 別に これと 言 ふ 欠 

点 はない。 が、 先妻 や 側室の 子が 二十 五 人 あり、 その 

中の 一 人 は 両脚と も 鶏に なって ゐ ると 言 ふ 怪物で ある _ 

第 七 号。 メディア王の 宰相の 子。 武勇に 富んで ゐる 



第 十 号。 魔神の 王ヂ アン • ベン. ヂ アン。 居所 不明。 

勿論 候補者 は必 しも これ だけと 言 ふ 訳で はあり ませ 

ん。 現に 「東洋 文庫」 の アラビアの 部の 「z」 の 百 三 

十八 号 文書 は 実に 二百 八十 人の 候補者の 名 を 挙げて ゐ 

ます。 が、 畢竟 どの 候補者 もゼ ライ イドの 希望に 副 は 

なかった のでせ う。 ゼ ライ イド は 毎日 侍女 を 相手に、 

柘榴ゃ サフランの 花の 咲いた 王宮の 中に 暮らして ゐま 

した。 しかし 我々 を 支配す る 恋愛 はこの 美しい ァ ラビ 

ァの 王女 をも捉 へない 害はありません。 或 月の 澄み渡 

つた 晚、 ゼ ライ イド は 彼女の 恋人と 一 しょに そっと 王 

宮を 抜け出しました。 アラビアの 恋愛至上主義の 詩人、 



「大 いなる」 デヂァ アル はかう 彼女の こと を 歌って ゐ 

ま， Yu 7 

ゼ ライ イドよ！ 沙漠の 薔薇よ！ 

君の 恋人 は 幸 ひなる かな！ 

君 は 君の 恋人の 杖、 

君 は 君の 恋人の 歯、 

君の 恋人 は 恵まれた るかな！ 

おう、 ゼ ライ イドよ！ 沙漠の 泉よ！ 

「君の 恋人の 杖」 や 「君の 恋人の 歯」 は 多少 妙に 聞え 

るか も 知れません。 が、 美しい ゼ ライ イドの 恋人 は I 

I あなたが たは どんな 男だった と 思 ひます か？ 行年 



七十 六と か 言 ふ 、 醜い 黒ん坊の 奴隸だ つたので す _ 
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